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今年で17年目を迎えた鵜戸小中学校
のサーフィン活動。日南市サーフィ
ン連盟指導の下、子どもたちは笑顔
で楽しく波乗りに挑戦していました。
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中
部
病
院
は
、
昭
和
27
年
８
月
、
南
那
珂
中
部
健

康
保
険
直
営
診
療
所
と
し
て
診
療
を
開
始
し
て
以

来
、
こ
れ
ま
で
日
南
・
串
間
地
域
の
一
次
医
療
・
二

次
医
療
を
幅
広
く
担
う
、
い
わ
ば
「
準
中
核
病
院
」

と
し
て
、
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
医
療
水
準
の

向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。  

　
平
成
19
年
に
は
、
一
般
病
棟
の
一
部
を
機
能
転
換

し
て
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開
設

し
、
県
南
地
域
で
い
ち
早
く
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
は
「
在
宅
療
養
支
援

病
院
」
の
施
設
基
準
を
取
得
し
、
訪
問
診
療
・
訪
問

看
護
の
３
６
５
日
24
時
間
体
制
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
在
宅
療
養
に
専
念
で
き

る
環
境
を
整
え
「
病
気
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
自

宅
で
過
ご
し
た
い
」「
人
生
の
最
期
を
自
宅
で
迎
え

た
い
」
と
願
う
患
者
さ
ん
の
思
い
に
応
え
る
べ
く
、

在
宅
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
病
院
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、

患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、

日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。  

こ
れ
か
ら
も
、
日
南
市
で

在
宅
医
療
を
希
望
さ
れ
る

皆
さ
ま
の
支
え
と
な
れ
る

よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

考
え
、
工
夫
し
、
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

 

訪
問
ス
タ
ッ
フ
一
同

　この手紙は、がんを患ったお父さまの「最後は自
宅で過ごしたい」という思いをくんで、自宅で最期
をみとられた娘さんへ宛てて、当院の訪問看護師が、
在宅での療養を支えられたご家族のご苦労を労い、
人生の最期に関わることができたご縁に感謝するこ
とを伝えるために送ったものです。

　
　
訪
問
看
護
の
様
子 

　　当院訪問診療担当医師の中島先生による
　　訪問診療の様子 

　
日
南
市
立
中
部
病
院
は
「
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ

れ
る
病
院
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
公
立
病
院
の

役
割
と
し
て
、
日
南
串
間
医
療
圏
全
体
の
救
急
医
療
体
制
を
効

率
的
に
運
用
す
る
観
点
か
ら
、
県
立
日
南
病
院
や
日
南
市
消
防

本
部
と
連
携
し
、
中
部
病
院
で
は
軽
症
・
中
等
症
の
患
者
を
中

心
に
受
け
入
れ
る
な
ど
、
救
急
告
示
病
院
と
し
て
常
時
病
床
を

確
保
し
、
休
日
・
夜
間
を
含
め
３
６
５
日
救
急
患
者
に
対
応
し

て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
は
、
皮
膚
科
や
耳
鼻
咽
喉
科
な
ど
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

比
べ
て
地
域
の
医
療
資
源
が
不
足
し
て
い
る
分
野
に
つ
い
て
、

診
療
機
能
の
確
保
と
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
健
康

維
持
の
た
め
検
診
や
保
健
指
導
な
ど
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
提
供
し
、
市

民
の
健
康
増
進
に
も
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
部
病

院
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
、
暮
ら
し
の
助
け
に
な
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
真
に
必
要
と
さ
れ
、

親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
病
院
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

日
南
市
立
中
部
病
院　
病
院
長　

中
津
留
　
邦
展

中津留  邦展医師

・日本内科学会認定医
・日本糖尿病学会認定糖尿病専門医
・日本人間ドック学会人間ドック
　専門医
・日本医師会認定産業医 

病院長
日
南
市
立
中
部
病
院

の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。　

日
南
市
立
中
部
病
院

の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。　

※ 掲載についてご理解をいただき、ご家族より
　 提供いただいています。 
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痔
で
お
悩
み
の
方
は
と
っ
て
も
多

い
で
す
。
お
尻
の
痛
み
や
い
ぼ
痔
、

か
ゆ
み
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
け
ど
恥

ず
か
し
く
て
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、

人
知
れ
ず
な
ん
と
か
工
夫
し
な
が
ら

過
ご
さ
れ
て
い
る
っ
て
い
う
人
は
、

あ
な
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
痔
に
は
い
ぼ
痔
（
内
痔
核
、
外
痔

核
）、
切
れ
痔（
裂
肛
）、あ
な
痔（
痔
瘻
）

な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
い
ぼ
痔
に
つ
い
て
お
話
し
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

　
い
ぼ
痔
の
症
状
は
多
く
の
場
合
、

排
便
し
た
時
に
出
血
す
る
、
排
便
時

に
痔
が
出
て
く
る
な
ど
が
主
な
症
状

で
す
。
実
は
、
い
ぼ
痔
だ
け
で
は
痛

み
は
伴
わ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

い
ぼ
痔
は
お
尻
の
奥
の
方
に
で
き
る

内
痔
核
（
排
便
時
に
出
て
き
て
自
然

に
も
ど
る
、
あ
る
い
は
自
分
で
押
し

込
む
と
も
ど
る
）
と
外
側
に
で
き
る

外
痔
核
（
普
段
か

ら
で
っ
ぱ
な
し
で
押
し
込
ん
で
も
中

に
入
ら
な
い
）
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

時
に
は
内
痔
核
と
外
痔
核
が
両
方
腫

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
実
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
っ
ち
の
ほ
う

が
多
い
の
で
す
が
）。 

　
痔
の
手
術
と
い
う
と
以
前
は
切
除
が

ほ
と
ん
ど
で
手
術
後
の
痛
み
も
強
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
で
は
特
に
内
痔
核
だ

け
の
場
合
に
は
ジ
オ
ン
注
と
い
う
注
射

薬
だ
け
で
治
療
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
場
合
、

治
療
後
の
痛
み
も
ず
い
ぶ
ん
軽
く
な
っ

て
い
ま
す
。

人
知
れ
ず
お

尻
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る

方
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

池
田
先
生 

外
科

　
外
来
診
療
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
終
日
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
待

ち
時
間
緩
和
の
た
め
事
前
予
約
制
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
救

急
処
置
が
必
要
な
場
合
や
お
子
さ
ま

の
疾
患
な
ど
は
当
日
で
も
受
付
可
能

で
す
。 

　
皮
膚
や
爪
の
ト
ラ
ブ
ル
で
の
患
者

さ
ん
も
多
く
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の

午
後
は
皮
膚
外
科
手
術
も
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
皮
膚
疾
患
に
つ
い
て
は
、

相
談
し
に
く
い
方
も
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
原
因
や
治
療
方
法
を
本

人
や
周
り
の
方
に
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

　
現
在
は
病
院
で
の
診
療
の
み
行
っ

て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
日
南
市
で
は
、
地
域
的
な
状
況
を

も
あ
り
、
今
後
、
通
院
が
困
難
な
患

者
さ
ん
も
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
将
来
的
に
は
皮
膚
疾
患
で
も
在

宅
で
診
療
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。　

 

　
外
来
通
院
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る

患
者
さ
ん
が
ひ
と
り
で
も
少
な
く
な

る
よ
う
、
在
宅
診
療
体
制
の
構
築
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

根
本
先
生 

皮
膚
科

常勤医師の先生方を日頃一緒に働いている
当院のスタッフがご紹介します。 

日南市立中部病院 
日南市大堂津 5丁目

10番１号

病院長

 中津留 邦展 
 内科 

お
し
り
の
お
悩
み

 （
痔
）に
つ
い
て 

皮
膚
科
の
診
療

 

に
つ
い
て 

　ソロキャンプや料理はシェフ並み
の腕前で、多趣味な院長です。 
　常に患者さんファーストで寄り
添った診療をされており、診療室が
オアシスのような空間で、患者さん
からも先生の顔を見ると安心します
との声も聞かれています。スタッフ
への目配りが上手で、メンタル面の
サポートもしてくださり、とても安
心して仕事ができます。

副病院長

 河野 鉄
 内科 

　困ったときには河野先生と言われ
るほど、院内の問題に対してもすぐ
に対応してくださる頼れる先生で
す。 
　患者さんの変化にもいち早く気付
かれ、診療時間外でも対応されるた
め、患者さんや家族、スタッフの安
心につながっています。スタッフに
も積極的に親睦を図られ、周りの雰
囲気を明るくする楽しい先生です。 

副病院長

 池田 拓人
 外科 

　自然豊かで特産物の豊かな日南
を気に入っていただいているよう
で、週末にはソロキャンプなどを
楽しんでおられます。 
　診療時には、患者さんの話に熱
心に耳を傾け、ゆっくりと話をさ
れる姿が印象的です。 
　本人も健康意識が高く、帰宅後
はよくウォーキングをされている
ようです。 

診療課長

 中島 徹 
 内科 

　日頃から筋力トレーニングや身体
づくりに励んでおられ、市内一円を
歩いていけるようです。 
　自宅にはピザ窯を構え、お菓子作
りなどもされています。 
　診療では、訪問診療
に力を注がれ、患者さ
んの希望を尊重した医
療提供を第一に考えら
れておられます。 

皮膚科医長

 根本 利恵子 
 皮膚科 

　患者さんの待ち時間が多くなっ
ていますが、患者さんに時間をか
けて薬の副作用や皮膚の組織など
をきちんと説明してくださるので
安心感があります。 
　肌のケアに関し
て心配・不明な点
を相談しても、親
身になって説明し
てくださいます。 

放射線科医長

 遠藤 公彦 
 放射線科 

　主に放射線科医として、画像診
断をしてくださっています。週１
回、消化器、内視鏡検査を実施され、
患者さんに丁寧な説明や優しい声
掛けをしながら、患者さんに寄り
添った検査をしてくださいます。 
　スタッフにも自分からコミュニ
ケーションを積極的に取られてお
り、とても良い雰囲気で仕事が楽
しくできています。 

内科医長

  菅井 亜希 
 内科 

　自治医大卒業後に県からの派遣に
より、縁あって日南に来られていま
す。小さなお子さんもおられて、子
育てと仕事の両立は大変だと思いま
すが、バランスよく頑張っておられ
ます。 
　明るく親切な対応は、患者さんに
もスタッフに対しても変わらず、安
心と親しみをみんな感じています。 

整形外科医

 田代 宏一
 整形外科 

　患者さんの話をよく聞き、これ
までの豊富な経験を診断や治療に
生かされており、患者さんの信頼
があります。 
　入院患者さんには、毎朝病室に
声掛けに行かれており、コミュニ
ケーションを取られています。 
　我々スタッフにも、治療以外で
も気さくに話し掛けてくださり、
とても優しい先生です。 

問い合わせ　☎27-1111 

じ

な
い
じ
か
く

が
い
じ

か
く

れ
っ
こ
う

じ
ろ
う
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住民

行政医療

　
地
域
医
療
と
は
、
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
の

治
療
や
ケ
ア
と
い
っ
た
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
地
域
全
体
で
住
民
の
健
康
を
支
え
る
医
療
体

制
の
こ
と
で
す
。

■ 

地
域
医
療
と
は
？

　
医
療
資
源
は
正
し
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
が
減

り
、
守
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
医
療
の
質
も

向
上
す
る
と
い
う
好
循
環
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
少
し
の
心
掛
け
や
行
動
が
地
域
医
療

を
守
り
、
安
心
な
暮
ら
し
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
日
南
の
地
域
医
療
を
み
ん
な
で
共
に
支
え
合
い

ま
し
ょ
う
。

守ろう
日南の地域医療
守ろう
日南の地域医療

地域医療は
限りある資源

　
診
療
時
間
外
に
県
立
日
南
病
院
な
ど
の
救
急
外
来
を
安

易
に
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
医
療
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
体

調
を
崩
し
た
と
き
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
病
院

へ
行
き
、
受
診
で
き
る
こ
と
は
、
各
医
療
機
関
の
日
々
の

努
力
に
よ
っ
て
医
療
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
医
療
体
制
の
崩
壊
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
生
活
し
て

い
く
た
め
に
も
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
日
頃
か
ら
適
正
時

間
の
受
診
や
健
康
づ
く
り
な
ど
に
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

● 

問
い
合
わ
せ　
健
康
増
進
課　
☎
31-

１
１
２
９

みんなの一歩で

運動教室 メディカルサイエンスユースカレッジ

地域医療を学ぶ市民公開講座 地域医療出前講座

介護予防教室認知症サポーター養成講座

●
休
日
・
夜
間
の
安
易
な
時
間
外
受
診
を
控
え
る
。 

●
受
診
時
間
外
の
体
調
不
良（
軽
症
）は
、
電
話
相
談

　
や
初
期
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
。

●
検
診
や
健
診
、
保
健
指
導
を
き
ち
ん
と
受
け
、
健

　
康
維
持
や
病
気
の
早
期
発
見
、
治
療
に
心
掛
け
る
。 

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
。

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                     

な
ど

●
日
南
の
地
域
医
療
を
守
り

　
育
み
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
活
動
に
取

　
り
組
ん
で
い
る
市
民
団
体

に
ち
な
ん
医
療
市
民

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

●
介
護
予
防
教
室

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

●
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ（
医
療
・
介
護
を
支

　
え
る
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

協 

働

市の取り組み 私たちにできること
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医療機関の受診時間外に  急な体調不良で困ったら

 ●日南市救急医療電話相談
☎31-1111
相談時間…毎日24時間

　早朝や深夜、ご自身やご家族の体
調が急に悪くなった場合、かかりつ
け医に連絡が取れず、どうしていい
かわかならい時にご利用ください。 
　相談料は不要で、毎日 24時間、 
専門スタッフが救急性や受診の必
要性をすばやく判断し、対応をご
案内します。

 ●子ども救急医療電話相談
☎#8000(0985-35-8855)
相談時間…毎日 19時
　　　　　　~翌朝 8時

　県が運営している
電話相談です。
　小児科医の支援
で、救急受診の必要
性などさまざまなア
ドバイスが受けられ
ます。

健
康
増
進
課

長 

寿 

課

 ●日南市初期夜間急病センター
☎23-9999
　　　　　内　科…毎日
　　　　　小児科…日曜・祝日
　　　　　　　　　年末年始
診療時間…19時 ~22時
　(一社 )南那珂医師会の全面的な協
力により、軽症患者受診のために開
設したもので、担当医師が救急医療
が必要であると判断した場合は、県
立日南病院などの救急指定病院を紹
介します。

安心して暮らせる
まちへ

診療科目
診 療 日
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Photo scrap in NICHINAN

　  年10 月にオープンした道の駅きたごうの
来場者が25万人を達成。25万人目の来場者と
なった小林市からお越しの五反田栄さん・和
子さんご夫妻に小道修平駅長から施設で販売
している２万円相当の商品の詰め合わせが贈
られました。

　  田中学校昭和 43 年卒業生で構成される龍
巳会同窓会が、能登半島地震の被災者支援に
役立ててもらおうと義援金 57,919 円を寄付
しました。令和６年４月に解散した同会の最後
の活動として、同窓会費の余剰金を寄付されま
した。

　  務遂行に必要な基礎的知識や技能、態度を
習得し、職務への適応力を養うために、新規採
用職員研修を実施。研修では、市長講話や各課
の業務説明、各施設の見学などが行われ、本年
度採用職員と昨年度参加できなかった職員24
人が真剣な表情で受講していました。

美しい音色
観光客をおもてなし

小村寿太郎記念館

　  ールデンウィーク中の飫肥は、県内外から
多くの観光客が訪れ、にぎわっていました。
この日は、尺八演奏グループ「風の会」「そよ
風の会」と箏曲グループ「華の会」による「春
の邦楽演奏会」が開催。22 曲を演奏し、訪れ
た人たちを優雅な音色で魅了していました。

細田中学校昭和43年卒業生龍巳会同窓会
能登半島地震の被災者へ義援金を寄付

ゴ細

5/5日南市役所5/8

道の駅きたごう
来場者25万人達成

道の駅きたごう

令和6年度
日南市役所新規採用職員研修

5/8日南市役所

Photo scrap in NICHINAN

昨職

日水

水

　  戸神宮の祭神であるウガヤフキアエズノミ
コトの誕生を題材とした作品「鵜羽」など４演
目が上演され、県内外から約300人が鑑賞。大
槻文藏氏が「神歌」「景清」、野村萬斎氏が「樋
の酒」、大槻裕一氏が「鵜羽」を披露し、訪れた
観客を魅了しました。

　  29 回宮崎国際音楽祭日南公演「NADE
SHIKO 弦楽八重奏団」－モーツァルトからス
ター・ウォーズへ－が開催。５月４日のスター・
ウォーズの日に合わせて編曲されたメドレーなど
が披露され、８人の奏者の奏でる演奏に多くの観
客は聞き入っていました。

JAみやざきはまゆう地区本部亜熱帯果樹専門部
宮崎ブランド「太陽のタマゴ」を贈呈

日南市役所

鵜戸神宮奉納薪能
復曲能「鵜羽」

鵜

5/2鵜戸神宮5/4

交通事故死ゼロ240日
市町村表彰受賞

日南市役所

NADESHIKO弦楽八重奏団

5/2南郷ハートフルセンター5/4

第

　Ａみやざきはまゆう地区本部果樹部会亜熱帯
果樹専門部の河野俊昭会長ら３人が、出荷の最
盛期を迎えるみやざき完熟マンゴーとそのブラ
ンド品「太陽のタマゴ」をPRしようと髙橋市
長に贈呈。試食をしてもらいながら、今年の出
荷状況などを報告しました。

　  市の交通死亡事故ゼロの期間が240日間に
達し、宮崎県交通安全対策推進本部から交通事
故死ゼロ市町村表彰を受けました。本市の交通
事故死ゼロは、令和４年４月26日から更新中
で、今回の対象期間は令和５年８月20日から
令和６年４月15日までの240日間です。

本

木土

木土

J

5/15 水・5/16 木
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　  南地区防犯協会が、地域住民の安全・安心
を守るため、長年にわたりボランティアで防
犯活動に尽力された功労者に感謝状を贈呈。
この日は贈呈式が行われ、飫肥地区の内田公
明さんに戸松日南警察署長と髙橋市長の連名
による感謝状が手渡されました。

　  ンゴーの PRや地域おこしをする目的で「日
南マンゴー同盟」が今年も始まりました。オー
プニングセレモニーでは、海幸山幸のツアー乗
客40人にマンゴーの振る舞いやマンゴーが当
たる抽選会が行われ、当選者１人にマンゴー２
玉入り１箱が贈られました。

未来の自衛官を見つけるために
自衛官募集相談員

日南市役所

　  と自衛隊宮崎地方協力本部が、地域や自衛
隊のことに精通している５人の方を「自衛官募
集相談員」に委嘱しました。この日は、委嘱状
交付式が行われ、５人の相談員に髙橋市長と自
衛隊宮崎地方協力本部長の連名による委嘱状が
手渡されました。

日南マンゴー同盟
オープニングセレモニー

市マ

5/22南郷駅5/31

日南地区防犯功労者
感謝状贈呈式

日南市役所5/28

Photo scrap in NICHINAN

日

水金

火

　  上小学校２・３年生13人が地域の自然の素
晴らしさや地域の特色ある活動を理解しよう
と「潟上ふれあい炭焼き倶楽部」の方を講師
に迎え、炭焼きを体験しました。

潟上小２・３年生
炭焼きを体験

潟

日南学園高校
包丁授与式

日南学園

　  南学園高校調理科に入学した１年生に包丁
授与式が行われ、生徒と保護者らが参加しま
した。久保田校長から真新しい白衣に身を包
んだ24人の新入生1人1人に、実習で使用する
自分の名前が刻まれた５種類の包丁が手渡さ
れました。

日

5/16 木

　 43 回日南市美術展が開催され、市内外か
ら出展された143 点の力作が並びました。こ
の日は、表彰式が行われ「絵画・デザイン」「書」
「写真」「彫刻・工芸」の４部門から厳選された
25 人の方々に「特選・日南市長賞」などの各
賞が贈られました。

第43回日南市美術展
表彰式

第

日南市役所5/25 土

　  転車に対する防犯意識向上のため、日南地
区遊技業組合が市内の中学校と高等学校に
850個のワイヤーロックを寄贈。また、日南
警察署生活安全課児玉少年係長より「自転車
盗難防止モデル校」に指定された４校の代表
生徒に指定書が手渡されました。

大切な財産を守って
日南地区遊技業組合がワイヤーロックを寄贈

日南市役所5/24

自

金

　  成２年から３期12年にわたり日南市議会
議員を務められ、88 歳を迎えられた船ケ山美
智子さんが高齢者叙勲旭日単光章地方自治功労
を受章されました。この日は、祝福のため集ま
られたご家族が見守られる中、髙橋市長から勲
記と勲章の伝達が行われました。

高齢者叙勲　旭日単光章
伝達式

東郷平山5/20

平

月かたがみふれあい窯5/17 金・6/7 金

集合写真

炭焼き前 炭焼き後

集合写真

炭焼き前 炭焼き後
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